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JIS原案作成公募制度説明会
７月２４日（水）午後、港区の赤坂区民センターにて、一般財団法人　日本規格協会の主催で、開催されました。以下プログラム概要です。
（敬称略）
１３：３０
開会挨拶



　標準化総括・支援ユニット
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内田　富雄
１３：３５
産業標準化法の施行について　
　経済産業省　産業技術環境局







　基準認証政策課
１３：５５
工業標準化法（JIS法）の改正

　標準化総括・支援ユニット


と日本規格協会の対応


　　　　　　　　　村石　幸二郎
１４：１５
JSA公募制度の概要と利用のすすめ
　標準化総括・支援ユニット








　　　　大芦　　　誠
１４：５０
JIS原案作成の流れと留意事項

　産業基盤規格開発ユニット








　　　　江本　秀司
１５：１５
JIS　Z８３０１改正予定について

　規格品質管理ユニット








　　　　高橋　和敬
１５：３０
JIS作成テンプレート（JDT）の改定
　システム系規格開発ユニット








　　　　阿部　裕治
１５：４０　　　　規格開発ｴｷｽﾊﾟｰﾄについて

　（一社）日本要因認証協会
１５：５０
個別相談会
当協会からは、事務局長が参加いたしました。
JIS　Z８３０１：２０１９（規格票の様式及び作成方法）規格改正説明会
８月９日（金）午後、港区の一般財団法人　日本規格協会　本部　三田MTビル１階　セミナールームにて、一般財団法人　日本規格協会の主催で、開催されました。講師は、一般財団法人　日本規格協会　規格品質管理ユニット　品質保証チーム　高度ｴｷｽﾊﾟｰﾄ高橋　和敬氏です。以下プログラム概要です。
０－１

JIS　Z８３０１の改正の経緯
０－２

改正の必要性と期待効果
０－３

改正に当たっての基本方針
０－４

主な改正点（その１）全体構成
０－５

主な改正点（その２）規格の構成及び表現
1． 　　　　　　　　主な改正点（その１）全体
2． 　　　　　　　　主な改正点（その２）規格の構成及び表現
２．１
まえがき
２．２
序文
２．３
適用範囲
２．４
引用規格
２．５
用語及び定義
２．６
附属書
２．７
参考文献
２．８
箇条及び細分箇条並びに細別
２．９
注記、本文の注
２．１０
図・表
２．１１
許容事項の表現形式
２．１２
可能性・能力事項の表現形式
２．１３
対応国際規格を基礎とした場合の補足事項
２．１４
対応国際規格を基礎とした場合の補足事項　その２
２．１５
規格の作成者のためのチェックリスト、量及び単位の表記方法並びに目
　　　　　　　　次（附属書A,B,D）

２．１６
まえがき及び序文の記載例（附属書E）
２．１７
JISと対応国際規格の対比表（附属書G）

２．１８
文章の書き方並びに用事、用語、記述符号及び数字（附属書）
２．１９
追補及び規格票の体裁（附属書I及びJ）

３．

改正版の適用の経過措置について
４．

Z８３０１改正版の説明会開催日について

当協会からは、事務局長が参加いたしました。
令和元年度「『見える』安全活動コンクール」
（基安発０７２２第２号　令和元年７月２２日）

　　厚生労働省労働基準局安全衛生部長より、令和元年７月２２日付にて、　当協会会長宛に、「令和元年度「『見える』安全活動コンクール」　の文書を受領いたしました。以下、資料よりの抜粋です。
 　労働安全衛生行政の推進につきましては、平素より格別のご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
　　厚生労働省では、事業場・企業（以下「事業場等」という。）の安全活動の活性化を目的として、昨年度に続き、令和元年度「見える」安全活動コンクールを実施します（参考：令和元年７月２２日付け報道発表）
　　本コンクールを活性化するため、下記のとおり広報にご協力くださいますようお願いいたします。






記
1． ホームページ上での周知
貴団体のホームページ内に「『見える』安全活動コンクール」特設ページや厚生労働省の報道発表ページへのリンクを設定し、厚生労働省が「『見える』安全活動コンクール」への応募を受付中であることと、「あんぜんプロジェクト」への参加事業場等募集中であることについて、周知いただきますよう、ご協力をお願いいたします。
（参考）「『見える』安全活動コンクール」特設ページ
http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzenproject/concour/oubo.html
厚生労働省報道発表ページ
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_05778.html
 2. リーフレットを活用した周知
　　「『見える』安全活動コンクール」と「あんぜんプロジェクト」の周知用のリーフレットを「あんぜんプロジェクト」ホームページ上に掲載しております。
　当該リーフレットを活用して、参加団体及び賛助会員等に対して、コンクールへの応募・投票や、「あんぜんプロジェクト」への参加の呼びかけにご協力をお願いいたします。
　なお、従前よりあんぜんプロジェクトの参加事業場等に対し、STOP！転倒災害プロジェクトとのコラボステッカーを配布しておりますので、併せて周知をお願いいたします。
（参考）リーフレット掲載ページ
 http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzenproject/leaflet_2019.pdf
3. 安全衛生に係る優良事業場、団体又は功労者に対する厚生労働大臣表彰へ向けての周知
「経済財政運営と改革の基本方針２０１９（令和元年６月２１日閣議決定）」において「サービス産業で増加している高齢者の労働災害を防止するための取組を推進する」ことが盛り込まれたことから、高年齢労働者が安全で安心して働くことのできる職場環境の整備に関する先進的な取組を募集するため、本年度より募集累計Ⅱ「高齢労働者の特性等に配慮した労働災害防止の『見える化』を新設しています。
　本類型に応募した事業場等については、令和２年度「安全衛生に係る優良事業場、団体又は功労者に対する厚生労働大臣表彰」において表彰候補として検討することとしているため、積極的な応募に向けた勧奨をお願いいたします。
８月以降における熱中症予防対策の徹底について
（基安労発０８０２第2号　令和元年８月２日）
　厚生労働省労働基準局安全衛生部衛生課長より、令和元年８月２日付にて、当協会会長宛に、「８月以降における熱中症予防対策の徹底について」　の文書を受領いたしました。以下、資料よりの抜粋です。
労働安全衛生行政の推進につきましては、日頃から格別の御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、職場での熱中症予防対策については、平成２１年６月１９日付基発第０６１９００１号「職場における熱中症の予防について」（以下「基本対策」という。）によりお示しし、令和元年の職場における熱中症予防対策については、平成３１年２月２６日付け基安発０２２６第2～４号により「STOP!熱中症　クールワークキャンペーン」）（以下キャンペーン）という。）を実施し、業所管省庁や関係団体等と連携して取り組んでいるところです。
今般、７月末までに報告があった全都道府県の熱中症の件数を取りまとめたところ、猛暑であった昨年同時期と比較して、死傷者については大幅に減少していますが、７月については、速報値ではあるものの、死亡者数が同数となっていました。
熱中症の発症のピークが、一般に７月から８月であることや、本年度は、特に７月下旬から急激に気温が上昇していることから労働者が熱順化（熱に慣れ当該環境に適応すること）していない場であることが想定されることを踏まえ、８月以降においても、職場における熱中症予防対策の更なる徹底が必要です。
一方、労働者の熱順化については、熱へのばく露が中断すると４日後には順化の顕著な喪失が始まります。このため、夏季休暇後など、一定期間暑熱環境における作業から離れ、その後再び当該作業を行う場合においては、労働者は熱に順化していない状態に再び戻っていることが想定されることに特段の留意が必要です。
つきましては、貴職におかれましては、８月以降の職場における熱中症予防対策の徹底向け、関係事業場において、上記の労働者の熱順化の状況を踏まえた対策の実施に留意する等により、基本対策及びキャンペーンに基づく職場での熱中症予防対策に一層の取組を進めていただけるよう、関係職場への周知について特段のご理解とご協力をお願い申し上げます。

関連団体短信
（一社）日本オプトメカトロニクス協会セミナー案内

１．『色彩光学―その基礎と新しい表色系』技術講座
開催日

：２０１９年１２月６日(金)１０：００～１７：００
会場　

：機械振興会館別館４階（東京都港区芝公園3-5-22）
２．「ズームレンズ設計法」技術講座

開催日

：２０１９年１１月７日（木）～８日(金)１０：００～１７：００

会場　

：機械振興会館　別館４階（東京都港区芝公園3-5-22）
３．「光散乱の現象と解析」技術講座
開催日

:２０１９年１１月１４日（木）１０：００～１７：００
会場

: 機械振興会館　別館４階（東京都港区芝公園3-5-22）
４．「光学薄膜技術」技術講座
開催日

:２０１９年１１月２７日（木）～２８日（金）１０：００～１７：００

会場

: 機械振興会館　別館４階（東京都港区芝公園3-5-22）

５．「偏光計測とイメージング」技術講座
開催日

:２０１９年９月１３日（金）１０：００～１７：００

会場

: 機械振興会館　別館４階（東京都港区芝公園3-5-22）
６．「空中ディスプレイ～高解像・高機能化」セミナー
開催日

:２０１９年１０月２５日（金）９：３０～１６：５０

会場

: 機械振興会館　別館４階（東京都港区芝公園3-5-22）










以上
令和元年６月生産・出荷統計
	
	生　　産
	受　入
	出　　荷
	月末在庫

	
	数　量
	金　額

(百万円)
	数　量
	販　売
	その他
	数　量

	
	
	
	
	数　量
	金　額

(百万円)
	数　量
	

	デジタル
カメラ
	178,663
(0.56)
	9,269
(0.63)
	266,268
(0.53)
	210,798
(0.66)
	11,149
(0.77)
	266,579
(0.56)
	188,832
(0.74)

	フィルム

カメラ
	7,053
(0.87)
	8,354
(1.07)
	4,858
(0.81)
	4,171
(0.57)
	5,122
(0.73)
	5,984
(0.89)
	11,830
(1.31)

	交換レンズ


	170,182
(0.67)
	9,567
(0.61)
	118,630
(0.67)
	269,495
(0.72)
	12,594
(0.70)
	28,628
(0.73)
	519,854
(1.17)

	光学・精密
測定機
	27,874
(0.96)
	5,183
 (0.80)
	-
	27,446
(0.84)
	5,202
(0.77)
	-
	34,964
(1.24)

	光分析機器

	14,037
(0.99)
	18,656
(0.94)
	-
	14,479
(0.98)
	19,885
(0.97)
	-
	6,785
(0.89)

	測量機


	 4,477
(0.71)
	648
(0.72)
	-
	6,261
(0.52)
	1,020
(0.60)
	-
	13,199
(1.79)

	合　計


	  -    

	51,677
(0.79)
	-
	-

	54,972
(0.80)
	-
	-



(　　　)内は、前年度比

注） 「受入」:調査期間中に工場または倉庫に次の事由により受入れられた製品の数量

（1） 他企業から購入したもの(輸入を含む)

（2） 同一企業内の他工場から受入れたもの

（3） 委託生産品及び委託加工品を委託先の工場から受入れたもの

（4） 返品(戻入れ)されたもの　
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